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１
月
９
日
に
消
防
出
初
め

式
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
１

年
の
始
ま
り
に
防
火
防
災
へ

の
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

ま
ず
消
防
職
員
・
消
防
団

員
・
自
主
防
災
組
織
・
自
衛

消
防
隊
約
２
２
０
人
と
車
両

３７
台
が
整
然
と
分
列
行
進
。

そ
の
後
、
久
村
哲
市
長
・
中

川
雅
義
消
防
団
長
ら
に
よ
る

閲
団
・
機
械
器
具
点
検
や
優

良
消
防
団
員
へ
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
（
表
彰
者
は
２

面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

ま
た
、
消
防
訓
練
で
は
、

消
防
職
員
が
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害

（
核
・
生
物
・
化
学
兵
器
で

引
き
起
こ
さ
れ
る
災
害
）
を

想
定
し
た
救
助
・
消
火
訓
練

を
実
施
。
最
後
は
消
防
職

員
・
消
防
団
員
に
よ
る
一
斉

放
水
で
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

近
畿
日
本
鉄
道
�
が
興
戸

駅
で
設
置
を
進
め
て
い
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
完
成
し
、
２

月
１５
日
�
か
ら
利
用
が
始
ま

置
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
上
か

ら
駅
構
内
へ
、
ま
た
駅
構
内

か
ら
ホ
ー
ム
へ
一
つ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
移
動
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

車
い
す
対
応
の
多
機
能
ト
イ

レ
・
誘
導
チ
ャ
イ
ム
・
点
字

案
内
板
を
新
設
す
る
な
ど
、

誰
も
が
安
全
で
利
用
し
や
す

い
駅
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。ト

イ
レ
な
ど

は
３
月
末
の
完

成
ま
で
引
き
続

き
工
事
を
行
い

ま
す
の
で
、
駅

を
利
用
さ
れ
る

み
な
さ
ん
に
は

ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
ご

協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
が
か
ね
て
か

ら
同
社
に
要
望
し
て
き
た
も

の
で
、
国
・
市
の
補
助
を
受

け
、
同
社
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー

（
障
壁
の
な
い
）
施
設
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
駅
の
上
下
線
に
、
障
害

者
も
利
用
で
き
る
構
内
外
併

用
型
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

「おんごろどん　うーちにか　よこづちどんのおん
まいじゃ　おーまけおまけ　もひとつおまけのおま
けのおまけー！」。
玄関先にひびく大きなかけ声。宮津地域に伝わる
神事、「おんごろどん」が1月9日に行われました。
「おんごろ」はモグラのことで、横づちと呼ばれる、
長さ約90㌢のわらに縄を巻いた棒で地面をたたき、
モグラを追い払って、豊作を祈願する行事です。
宮ノ口地区の小学生7人は、同地区の各戸をまわ
り、元気な声で力いっぱい、モグラを退治しました。
また、14日には三山木保育所の子どもたちが、地
域の伝統行事「おんごろどん」を体験。
「おんごろどん」の由来についての人形劇を見た後、
園庭でひと回り小さな横づちを手に地面をたたき、
走り回っていました（写真㊤）。

宮
ノ
口
と
三
山
木
保
育
所
で

横づちで力いっぱい地面をたたく宮ノ口地区の小学生

出
初
め
式
で
一
斉
に
放
水
す
る
消
防
職
員
・
消
防

団
員
の
み
な
さ
ん
（
田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場
）

防火への決意新たに�防火への決意新たに�防火への決意新たに�
出初め式で士気高める�出初め式で士気高める�

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

興戸駅

２
月
１５
日
か
ら
利
用
で
き
ま
す

エレベーター�エレベーター�

エレベーター�エレベーター�

興
戸
駅

興
戸
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興
戸
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ホ
ー
ム

ホ
ー
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ホ
ー
ム�

ホ
ー
ム

ホ
ー
ム�

ホ
ー
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興戸駅のエレベーター位置図�

♪おんごろどん♪♪おんごろどん♪

♪おんごろどん♪♪おんごろどん♪♪おんごろどん♪
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市
は
、「
歯
と
歯
ぐ
き
の

健
康
教
室
」
を
開
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
大
切
な
歯
を

い
つ
ま
で
も
健
康
に
保
て
る

よ
う
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。日

時
＝
２
月
２８
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
す

る
人

児
童
手
当
の
確
認
を

児
童
手
当
２
月
期
分
（
１０

月
〜
１
月
）
が
２
月
１０
日
�

〜
１６
日
�
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
の
で
、
公
務
員
を
除
く
児

神
経
系
難
病
の

相
談
行
い
ま
す

山
城
北
保
健
所
は
、
専
門

医
に
よ
る
神
経
系
の
難
病
の

個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
２
月
２２
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
山
城
北
保
健
所

市
は
、
都
市
計
画
道
路
新

田
辺
草
内
線
（
旧
国
道
３
０

７
号
）
沿
い
の
新
田
辺
駅
東

側
地
区
の
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
同
調
査

の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

同
調
査
で
は
市
民
の
み
な

さ
ん
の
意
向
を
幅
広
く
把
握

す
る
た
め
、
こ
の
地
区
に
住

ん
で
い
る
人
・
こ
の
地
区
で

働
く
人
・
駅
を
利
用
す
る

人
・
土
地
を
持
っ
て
い
る
人

や
田
辺
高
校
の
教
職
員
・
生

徒
と
い
っ
た
い
ろ
ん
な
立
場

の
み
な
さ

ん
を
対
象

に
、
意
見

を
伺
い
ま

し
た
。

同
調
査

の
集
計
結

果
は
下
表

の
と
お
り

で
す
。
調

査
項
目
は
、
▼
現
状
の
評
価

と
課
題
▼
地
区
の
将
来
像
▼

商
業
の
現
状
と
課
題
▼
ま
ち

づ
く
り
と
住
民
の
か
か
わ
り

な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
の
概

要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

同
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

日にち�種別� 対　　　象�

受付時間＝13：30～14：30�
場所＝保健センター　　　�
問合せ先＝健康推進課（�64-1334）�

予防接種の日程�

三種混合�

2月17日��
2月7日��12月生まれおよび申込者�

生後6～18か月の乳幼児で�

1月生まれおよび申込者�

ツベルク
リン反応�2月14日��

16年9月生まれおよび申込者�
※2日後の判定・ＢＣＧに来てください�

判定・�
ＢＣＧ�

2月16日�� 2月14日にツ反を�
受けた人のみ対象�

にぎわい・活気望む声多く�にぎわい・活気望む声多く�

対
象
＝
神
経
系
難
病
や
そ

の
疑
い
の
あ
る
人
と
そ
の
家

族
担
当
医
＝
南
京
都
病
院
の

岡
伸
幸
さ
ん

定
員
＝
６
人

申
込
・
問
合
せ
先
＝
山
城

北
保
健
所
（
�
２１
・
２
９
１

１
）

内
容
＝
▼
講
義
（
テ
ー
マ

…
「
歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
づ

く
り
」
・
講
師
…
府
歯
科
医

師
会
山
城
支
部
の
牧
草
一
人

さ
ん
）
▼
実
技
（
テ
ー
マ
…

「
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
セ
ル
フ

ケ
ア
」
・
講
師
…
歯
科
衛
生

士
の
和
田
み
ど
り
さ
ん
）

定
員
＝
先
着
４０
人

申
込
方
法
＝
健
康
推
進
課

へ
電
話
ま
た
は
同
課
窓
口
で

申
し
込
む
か
、
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
書
い
て
送
付
し
て
く
だ

さ
い申

込
期
間
＝
２
月
７
日
�

童
手
当
の
受
給
者
は
、
振
り

込
ま
れ
る
口
座
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
児
童
福
祉

課
（
�
６４
・
１
３
７
７
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
ま
ち
づ
く
り
と

住
民
の
か
か
わ
り

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
住

民
の
か
か
わ
り
方
は
、「
行

政
と
住
民
が
一
緒
に
な
っ
て

計
画
し
、
実
現
す
る
た
め
に

協
力
し
合
う
」
が
最
も
高
く

▼
現
状
の
評
価
と
課
題

新
田
辺
駅
東
側
地
区
全
体

の
現
状
に
関
し
て
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
不
満
を
感
じ
て
い

ま
す
。

そ
の
理
由
は
「
自
動
車
・

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
計
画
の
段
階
で

今
回
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
修
正
を
加
え
て
い

く
説
明
会
や
話
し
合
い
の
場

が
あ
る
と
い
い
」
と
い
っ
た

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

▼
商
業
の
現
状
と
課
題

商
業
の
発
展
の
た
め
に

は
、「
商
店
街
の
魅
力
の
向

上
」「
駐
車
場
・
駐
輪
場
の

確
保
な
ど
利
用
者
の
便
利
さ

の
向
上
」
な
ど
が
必
要
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
地
域
密
着
型
の
商
売
形
態

で
、
消
費
者
の
利
便
性
を
考

え
れ
ば
、
身
近
な
商
店
街
は

必
ず
必
要
」
と
い
っ
た
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

▼
地
区
の
将
来
像

地
区
に
望
ま
れ
る
将
来
像

は
、
「
に
ぎ
わ
い
・
活

気
」
・
「
快
適
・
安
全
」
・

「
美
し
さ
・
憩
い
」
・
「
京

田
辺
市
の
玄
関
口
」
な
ど
が

キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
わ
れ
ま

す
（
左
グ
ラ
フ
の
と
お
り
）。

「
少
し
ず
つ
新
し
い
も
の

を
取
り
入
れ
て
、
活
気
の
あ

「
路
上
駐
車
や
不
法
駐
輪
が

多
く
歩
き
に
く
い
」
な
ど
の

声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

駐
車
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に

も
、
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

集計結果�

不特定�
田辺高校の教職員�

新田辺駅東側地区
周辺の全世帯�

新田辺駅を利用す
る人�

51

78

396

1,279

商工会で配布、
郵送による回収�

市ホームページで回収�

手渡しで配布、郵送・
回収ボックスで回収�

自治会で配布・
回収�

新田辺駅東側およ
び新田辺草内線沿
線の土地所有者�

対象地区内の商店�

郵送で配布・
回収�

�

30.5％�

74.9％�
田辺高校の生徒�高校（生徒）�

回収率�

22.7％�

46.4％�

37.1％�

回収数�アンケート対象者�

52

高校（教職員）�

調査方法�

居住者�

ホームページ�

駅利用者�

商店�

権利者�

16
658

高校で配布・回収�

守
ろ
う
大
切
な
歯

健
康
教
室
に
ご
参
加
を

７
日
か
ら

申
し
込
み

京
田
辺
市
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ�

し
く
い
ろ
い
ろ
な
人
が
訪
れ
る
ま
ち�

商
店
街
が
に
ぎ
わ
い
、�

活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち�

鉄
道
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の�

交
通
機
能
が
充
実
し
た
ま
ち�

公
共
的
施
設
や
利
便
施
設
な
ど
が�

充
実
し
た
便
利
な
ま
ち�

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、�

快
適
で
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち�

景
観
が
美
し
く
、
公
園
な
ど
が�

充
実
し
た
憩
い
の
ま
ち�

そ
の
他�

１８
・
０�

３５
・
３�

４５
・
３�

７６
・
５�

８
・
９�

１９
・
６�

２４
・
７� １７
・
６�

５３
・
５�

２９
・
４�

３１
・
９� ２３
・
５� １１

・
８�

８０�

６０�

４０�

２０�

（％）� 居住者�

商　店�

地区の将来像�

（複数回答）�

る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声
も

あ
り
ま
し
た
。

は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyotan

abe.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。く

わ
し
く
は
、
都
市
計
画

課
（
�
６４
・
１
３
４
８
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
転
車
・
歩
行
者
が
混
在
し

て
危
な
い
」
や
「
道
路
の
幅

が
狭
く
て
危
な
い
」
な
ど
、

交
通
の
安
全
に
関
す
る
意
見

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

ま
た
、「
ま
ち
に
に
ぎ
わ

い
が
な
い
」
な
ど
、
ま
ち
の

活
性
化
を
望
む
声
も
高
く
、

新田辺駅東側地区アンケート

調査結果をお知らせします
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5
5
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5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
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新
田
辺
駅
東
側
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
た
く

さ
ん
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

〜
２５
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
健
康

推
進
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�

６４
・
１
３
３
５
）

羽
原
豊
議
員
が
急
逝

京
田
辺
市
議
会
議
員
の
羽

原
豊
氏
が
、
平
成
１６
年
１２
月

２７
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

羽
原
氏
は
平
成
７
年
４
月

に
田
辺
町
議
会
議
員
に
初
当

選
さ
れ
、
以
来
３
期
９
年
余

り
に
わ
た
り
、
市
民
の
代
表

の
一
人
と
し
て
本
市
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
予
防
の
た
め
、

ニ
ワ
ト
リ
や
ア
ヒ
ル
な
ど
を
飼
っ
て
い
る
人
は
次
の

こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
飼
育
舎
の
周
辺
に
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
張
る
な
ど
、

ス
ズ
メ
な
ど
の
野
鳥
や
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
野
生
小
動
物

が
飼
育
舎
に
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ

◎
飲
み
水
は
水
道
水
を
与
え
る

◎
飼
育
舎
は
常
に
清
潔
に
し
、
市
販
の
逆
性
せ
っ

け
ん
な
ど
で
手
や
靴
の
消
毒
を
励
行
す
る

く
わ
し
く
は
、
府
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
（
�

５２
・
２
０
４
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳥インフル
エ ン ザ

防
鳥
ネ
ッ
ト
を
張
る
な
ど

予
防
し
ま
し
ょ
う

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
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F
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市
は
、
平
成
１７
年
度
「
広

報
き
ょ
う
た
な
べ
」
の
広
告

掲
載
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

広
告
の
規
格
＝
縦
６
・
７

�
×
横
４
・
４
�
、
モ
ノ
ク

ロ
掲
載
料
（
１
回
）
＝
１
万

円
募
集
コ
マ
数
＝
▼
１
日
付

け
号
…
３０
コ
マ
▼
１５
日
付
け

国
保
税
の
納
付
月

２
月
は
、
国
民
健
康
保
険

税
第
９
期
の
納
付
月
（
納
期

限
は
、
２
月
２８
日
�
）
で
す
。

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く

市
は
、
３
つ
の
市
民
農
園

利
用
者
の
登
録
を
募
集
し
ま

す
。こ

れ
ら
の
農
園
は
、
各
地

域
の
農
家
組
合
が
都
市
住
民

に
農
業
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地

域
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
設
。
農
園
は
農
機

具
収
納
庫
や
休
憩
所
・
簡
易

便
所
・
給
水
施
設
な
ど
を
備

え
て
い
ま
す
。

入
園
者
は
各
農
園
に
空
き

区
画
が
生
じ
た
時
に
、
登
録

者
の
中
か
ら
決
定
し
ま
す
。

農
園
入
園
資
格
・
料
金
な

ど
＝
下
表
の
と
お
り

応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
、
希
望
す
る
農

園
名
と
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
、
返
信
用

の
表
に
住
所
・
氏
名
を
書
い

て
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い

白
バ
ラ
研
修
会
を

１８
日
に
開
き
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
と
明
る

市内外を問わず自ら耕作できる人�入園資格�

飯岡ふれあい農園�

市内�

農園名� 宮ノ口市民農園�

市内� 6,000円�

7,000円�市外�

2年間�

25�� 30��

8,500円�

7,500円�

市外�

利用期間�

有り�

岡村いきいき農園�

市内に在住し自ら耕作できる人�

20��

無し�

利用料金�
（年間）�

区画面積�

有り�貸農機具�

6,000円�

農園の利用料金など�

優
良
消
防
団
員
を
表
彰

平
成
１７
年
消
防
出
初
め
式

で
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
消
防

団
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
府
消
防
協
会
長
表
彰
】

◎
精
績
章
＝
▼
藪
裕
隆

（
高
船
）
▼
城
治
輝
（
多
々

羅
）
◎
精
勤
賞
＝
▼
西
村
忠

浩
（
河
原
）
▼
小
西
敏
夫

（
同
）
▼
坂
本
泰
啓
（
出
垣

内
）
▼
久
保
常
廣
（
天
王
）

▼
植
田
章
夫
（
水
取
）

【
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部

長
表
彰
】

◎
綴
喜
支
部
長
章
＝
▼
岩

本
真
吾
（
東
林
）
▼
吉
田
新

治
（
西
八
）
▼
岡
本
祐
治

（
岡
村
）
▼
山
村
隆
幸
（
同
）

▼
松
井
順
三
（
健
康
ケ
丘
）

▼
中
島
裕
行
（
松
井
ケ
丘
）

▼
木
口
高
伸
（
田
辺
）
▼
久

村
浩
（
薪
）
▼
村
山
和
弘

（
同
）
▼
井
辻
靖
之
（
同
）

▼
所
川
晋
吾
（
河
原
）
▼
吉

川
雄
一
（
南
山
東
）
▼
井
上

健
司
（
出
垣
内
）
▼
杉
本
延

広
（
二
又
）
▼
井
内
秀
行

（
宮
ノ
口
）
▼
岡
田
泰
典

（
高
船
）
▼
藤
林
義
広
（
水

取
）【市

長
表
彰
】

◎
永
年
勤
続
功
労
章
＝
▼

奥
西
泰
男
（
三
野
）
▼
山
田

末
男
（
宮
ノ
口
）
▼
吉
村
孝

行
（
西
八
）
▼
市
川
久
司

（
健
康
村
）
▼
小
田
啓
之

普
通
救
命
講
習
会

【
２
月
２０
日
�
】

場
所
＝
消
防
署

定
員
＝
先
着
２０
人

【
３
月
５
日
�
】

場
所
＝
消
防
署
北
部
分
署

定
員
＝
先
着
１０
人

農
業
始
め
ま
せ
ん
か

農
業
始
め
ま
せ
ん
か�
農
業
始
め
ま
せ
ん
か

農
業
始
め
ま
せ
ん
か�
農
業
始
め
ま
せ
ん
か�

申
し
込
み
者
が
多
数
の
時

は
公
開
抽
選
を
行
い
、
登
録

順
を
決
定
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
２
月
１８
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業

振
興
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�

６４
・
１
３
６
０
）

号
…
１０
コ
マ

発
行
回
数
＝
▼
１
日
付
け

号
…
１２
回
（
毎
月
）
▼
１５
日

付
け
号
…
１０
回
（
８
・
１
月

を
除
く
毎
月
）

配
布
数
＝
約
２
万
部

申
込
方
法
＝
広
報
広
聴

課
に
備
え
付
け
ま
た
は
、

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyotan

abe.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
掲
載

を
希
望
す
る
広
告
の
原
稿

広
告
を
募
集
し
ま
す

い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
白

バ
ラ
研
修
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
２
月
１８
日
�
午
後

２
時
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
水
道
部
事
務
所

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る

人
内
容
＝
▼
講
演
会
（
講
師

…
本
市
水
道
事
業
管
理
者
の

木
村
輝
夫
・
テ
ー
マ
…
「
ふ

る
さ
と
を
豊
か
に
支
え
る
思

い
で
」）
▼
水
道
部
事
務
所

の
見
学
▼
選
挙
に
関
す
る
知

識
講
座

市
議
会
を
傍
聴

し
ま
せ
ん
か

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

は
、
有
権
者
の
市
政
に
対
す

る
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
市
議
会
の
傍
聴
希
望

と
一
緒
に
同
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

い
ず
れ
の
号
も
先
着
順
で

受
け
付
け
ま
す
。

掲
載
は
、
規
定
に
基
づ
き

内
容
・
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
審

査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

受
付
開
始
日
＝
２
月
４
日

�
申
込
・
問
合
せ
先
＝
広
報

広
聴
課（
�
６４
・
１
３
２
０
）

【
時
間
】

午
前
９
時
〜
正
午

【
参
加
費
】

無
料

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

▼
消
防
署
（
�
６３
・
１
１

２
５
）
▼
消
防
署
北
部
分
署

（
�
６５
・
０
１
１
９
）

選
挙
運
動
は
、
本
来
、

誰
で
も
自
由
に
行
え
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
選
挙

を
公
正
に
行
う
た
め
に
選

挙
運
動
が
で
き
な
い
人
が

い
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
や
職
員
、
裁
判
官
、
検

察
官
や
警
察
官
な
ど
の
特

定
の
公
務
員
は
一
切
の
選

挙
運
動
が

で
き
ま
せ

ん
。
投
票

管
理
者

は
、
在
職
中
は
関
係
す
る

区
域
に
お
い
て
選
挙
運
動

が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
２０
歳

未
満
の
未
成
年
者
も
単
な

る
労
務
以
外
の
選
挙
運
動

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
公
務
員
や
公
団
の

役
職
員
、
学
校
の
長
や
教

員
な
ど
は
そ
の
地
位
を
利

用
し
て
選
挙
運
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
特

に
国
や
地
方
公
共
団
体
の

一
般
職
の
公
務
員
と
教
育

公
務
員
は
、
国
家
公
務
員

法
な
ど
に
よ
っ
て
選
挙
運

動
を
含
む

一
定
の
政

治
的
行
為

に
つ
い
て

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
選
挙
運
動
の

具
体
的
な
方
法
な
ど
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

シリーズ76

選
挙
の
し
く
み

選
挙
運
動
が
で
き
な
い
人

利
用
者
の
登
録
募
集
し
ま
す

市
民
農
園

受
け
付
け
は
４
日
か
ら
で
す

広　　　　報
きょうたなべ

同
志
社
前
駅

同
志
社
前
駅�

国道国道307号�

至
枚
方

至
枚
方�

市役所市役所��

岡村�
いきいき農園�
岡村�

いきいき農園�

JR学研都市線学研都市線�JR学研都市線�

大住駅�

宮ノ口�
市民農園�
宮ノ口�
市民農園�
宮ノ口�
市民農園�

至
枚
方�

至
八
幡�

至城陽�至八幡�

三山木駅三山木駅��

興戸駅興戸駅��

老人福祉センター老人福祉センター��

常磐苑常磐苑��

至
井
手

至
井
手�

玉水橋玉水橋�三山木駅�

興戸駅�

国道307号�

老人福祉センター�

常磐苑�

至
井
手�

玉水橋�

京
田
辺
駅

京
田
辺
駅�

新田辺駅新田辺駅�

府
道
八
幡
木
津
線

府
道
八
幡
木
津
線�

JR
三
山
木
駅

三
山
木
駅�

山
手
幹
線

山
手
幹
線�

同
志
社
前
駅�

京
田
辺
駅�

新田辺駅�

府
道
八
幡
木
津
線�

市役所�

JR
三
山
木
駅�

山
手
幹
線�

府道生駒井手線�

宮ノ口受水場�

同志社�

大学�

市道草内薪線市道草内薪線��

山
城
大
橋

山
城
大
橋�

近鉄京都線近鉄京都線��

至
城
陽

至
城
陽�

木
津
川

木
津
川�

山
城
大
橋�

近鉄京都線�

至
城
陽�

木
津
川�

飯岡�
ふれあい農園�
飯岡�

ふれあい農園�

近鉄宮津駅�

京
奈
和
自
動
車
道

普賢寺川普賢寺川��普賢寺川�

松井山手駅松井山手駅��松井山手駅�

市民農園の位置図�

N

定
員
＝
先
着
５０
人

参
加
費
＝
無
料

し
め
き
り
＝
２
月
１０
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務

課
内
、
�
６４
・
１
３
２
６
）

者
を
募
集
し
ま
す
。

会
議
名
＝
第
１
回
市
議
会

定
例
会
本
会
議

開
催
日
＝
２
月
下
旬
〜
３

月
上
旬

市
議
会
の
日
程
が
未
定
の

た
め
、
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
人
に
開
催
日
や
集
合
場

所
・
時
間
を
連
絡
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
２
月
２２
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務

課
内
、
�
６４
・
１
３
２
６
）

（
東
林
）
▼
武
田
正
治
（
松

井
ケ
丘
）
▼
北
尾
眞
造
（
興

戸
）
▼
谷
吉
政
一
（
府
営
）

▼
古
川
正
治
（
山
本
）
▼
九

里
修
作
（
南
山
西
）
▼
中
島

勇
樹
（
天
王
）
▼
森
島
孝
司

（
水
取
）
▼
大
村
和
広
（
同
）

◎
功
績
章
＝
▼
吉
村
孝
行

（
西
八
）
▼
西
原
孝
一
（
大

住
ケ
丘
）
▼
松
井
順
三
（
健

康
ケ
丘
）
▼
末
常
拡
司
（
松

井
ケ
丘
）
▼
武
田
正
治
（
同
）

▼
中
島
裕
行
（
同
）
▼
木
村

清
和
（
薪
）
▼
北
尾
眞
造

（
興
戸
）
▼
谷
吉
政
一
（
府

営
）
▼
杉
本
延
広
（
二
又
）

▼
中
島
勇
樹
（
天
王
）
▼
中

林
茂
和
（
同
）
▼
森
島
孝
司

（
水
取
）

【
消
防
団
長
表
彰
】

◎
団
長
章
＝
▼
片
岡
正
人

（
西
八
）
▼
澤
井
聡
（
三
野
）

▼
守
本
文
浩
（
岡
村
）
▼
鈴

木
智
貴
（
健
康
ケ
丘
）
▼
山

本
貴
裕
（
同
）
▼
小
田
壽
士

（
東
林
）
▼
竹
村
克
敏
（
田

辺
）
▼
飯
島
信
一
（
薪
）
▼

田
中
政
彦
（
同
）
▼
長
田
和

也
（
同
）
▼
市
川
明
（
興
戸
）

▼
吉
田
浩
章
（
東
住
宅
）
▼

山
下
治
（
新
興
戸
）
▼
松
井

匠
（
同
）
▼
中
谷
俊
也
（
南

山
東
）
▼
藤
本
義
文
（
同
）

▼
秋
山
剛
（
高
木
）
▼
山
田

利
晃
（
宮
ノ
口
）
▼
小
嶋

聡
（
南
山
西
）
▼
衣
川
貴

晴
（
同
）
▼
向
井
義
尚
（
高

船
）
▼
藤
林
豊
和
（
水
取
）

だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
国
保
年
金
課

（
�
６３
・
１
１
２
２
）

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
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�
�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ

１
３
２
０
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

出

張

申

告

�

◆宇治税務署による出張申告相談と閉庁日相談�

※出張申告の受け付けは午後３時までですが、混雑状況により早まることもあります
ので、お早めにお越しください。また、正午から午後１時までは休憩時間です。�

※譲渡所得のある人は、直接税務署で申告してください。�

相 談 の 種 類 �開 催 日 � 場 所 �

確定申告一般�

 （公的年金所得者のみ）�

確定申告全般�
 （譲渡所得は除く）�

2月3日��

2月22日��

2月4日��

2月21日��

2月23日��

時 間 �

午前10時�
～�
午後3時�

�

2月20日��

2月27日��

閉
庁
日�

午前9時�
～�

午後5時�
確定申告全般�
 

宇治税務署�

コミュニティ�

ホール�

堺会場�

宝塚会場�

奈良会場�

千里会場�

キ タ �
コーナー�

所 在 地�場所�

近 畿 �
税 理 士 �
会 館 �

交 通 機 関 �

「みちまちスクエアき
た」前�

旧西部公民館�

千里ライフサイエンス
センター�

近畿税理士会館3階�

メセナひらかた�
6階�

アピア1　5階�
アピアホール�

泉ケ丘センタービル�
3階�

2月1日��
～4日��

2月1日��
～18日��

期 間 �

◆還付申告相談センターの場所・期間など�

JR東西線　北新地駅�
東改札口右側約60㍍
先（地下歩道）�

泉北高速鉄道�
泉ケ丘駅前�

京阪　枚方市駅�
北口出て徒歩約5分�

大阪市営地下鉄�
谷町線天満橋駅�
４番出口すぐ右側�

阪急　逆瀬川駅前�

北大阪急行　千里中
央駅前�

近鉄　学園前駅　�
北口出て徒歩約2分�

2月1日��
～15日��

いずれの会場も土・日曜日と祝日（枚方会場は火曜日も）を除きます。�

2月1日��
～28日��

高槻会場�

神戸会場�

京都会場�

プレンティ1番館4階�
プレンティホール�

総合市民交流センター
8階�

京都府総合見本市会館�
パルスプラザ�

2月2日��
～14日��

神戸市営地下鉄　�
西神中央駅前�
�

近鉄・地下鉄　竹田
駅北西口より市バス
「パルスプラザ前」
下車�

JR高槻駅前�

2月1日��
～10日��

枚方会場�

�あなたは所得税、市・府民税の申告の必要がありますか？��

スタート�
�あなたは、平成16年1月1
日から12月31日までの間
に収入がありましたか？�
�

ハイ　　　�へ�
イイエ　　�へ�

�あなたは、サラリーマン（給
与所得者）で毎月の給与か
ら所得税が源泉徴収されて
いますか？（注１）�
�

ハイ　　　�へ�
イイエ　　�へ�

③年末調整が正しくできてい
ますか？�
�

ハイ　　　�へ�
イイエ　　�へ�

スタートの①から、問い
に「ハイ」「イイエ」で
答え、その指示に従って
進んでください。さて、
あなたは�・�・	どれ
にあてはまるでしょう。�

�年末調整できている給与所
得以外に所得がありますか？�
�

ハイ　　　
へ�
イイエ　　	へ�

⑦事業・給与・雑（年金）所
得などの合計額が、所得税
の基礎控除、扶養控除など
の所得控除の合計額を超え
ましたか？�

ハイ　　　�へ�
イイエ　　�へ�

�どなたかの扶養家族になっ
ていますか？（注２）�
�

ハイ　　　	へ�
イイエ　　�へ�

⑤年末調整をしていない給与
の収入金額と給与所得以外
の所得金額との合計額が
20万円を超えましたか？�
�

ハイ　　　�へ�
イイエ　　�へ�

（注１）�
給与収入が2千万円を超えている人、
途中退職の人は「ハイ」の方向へ進
んでください。�
�
（注２）�
単身赴任などで京田辺市以外のとこ
ろにお住まいの人の扶養となってい
る場合は「イイエ」へ進んでくださ
い。�

進め方�

�　　所得税の確定申告が必要です�

�　　市・府民税の申告が必要です�

�　　所得税、市・府民税とも申告の必要はありません�

山
城
広
域
振
興
局
は
、

山
城
地
域
の
社
会
貢
献
活

動
の
あ
り
方
を
行
政
と
団

体
と
府
民
の
み
な
さ
ん
が

一
緒
に
考
え
る
契
機
と
な

書
き
損
じ
は
が
き

収
集
に
ご
協
力
を

社
会
福
祉
協
議
会
所
属
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「
ゆ
う
ゆ
う
」
は
、
日
本
民

際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
行
う
ダ

ル
ニ
ー
奨
学
金
を
通
じ
て
ラ

オ
ス
の
小
学
生
を
支
援
し
よ

う
と
、
書
き
損
じ
官
製
は
が

き
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
箱
設
置
場
所
＝
▼
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
市
役
所

な
ど問

合
せ
先
＝
社
会
福
祉
協

議
会
（
�
６２
・
２
２
２
２
）

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

①
ベ
ビ
ー
カ
ー
（
Ａ
型
と

Ｂ
型
）
②
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト

③
ロ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
（
幅
６０

�
ぐ
ら
い
）
④
卓
上
ミ
シ
ン

⑤
三
輪
車
⑥
電
気
ポ
ッ
ト

（
温
度
が
６０
度
に
設
定
可
能

な
も
の
）
⑦
湯
温
計
⑧
ワ
ー

プ
ロゆ

ず
り
ま
す

①
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
②
木
製

本
棚（
Ｗ
８７
×
Ｈ
１
３
２
�
）

③
整
理
タ
ン
ス
（
６
段
・
Ｗ

９０
×
Ｄ
４３
×
Ｈ
１
０
５
�
）

④
座
布
団
収
納
ケ
ー
ス
（
引

き
出
し
一
段
付
き
・
Ｗ
７３
×

Ｄ
６５
×
Ｈ
７３
�
）
⑤
木
製
学

習
机受

付
開
始
日
時
＝
２
月
７

日
�
午
前
８
時
３０
分
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業

振
興
課（
�
６４
・
１
３
６
０
）

還
付
申
告
の
相
談

セ
ン
タ
ー
を
開
設

医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
な
ど
所
得
税

の
還
付
申
告
を
す
る
人
は
、

お
勤
め
先
か
ら
も
便
利
な
上

表
の
会
場
で
も
行
う
こ
と
が

市
は
、
み
な
さ
ん
の
生
活

の
一
助
と
し
て
消
費
生
活
に

関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、「
訪
問
販
売
」

で
す
。

【
事
例
】

①
家
に
来
た
販
売
員
に
、

病
気
が
治
る
と
勧
め
ら
れ
、

高
額
な
健
康
食
品
の
購
入
契

約
を
し
た
。
飲
む
と
吐
き
気

が
し
て
気
分
が
悪
く
な
っ

た
。不
安
な
の
で
返
し
た
い
。

②「
屋
根
を
点
検
し
ま
す
」

と
来
訪
し
た
業
者
に
、
強
引

に
屋
根
を
修
理
さ
れ
た
。
ま

た
、
別
の
業
者
に
床
下
換
気

孔
の
金
網
取
り
付
け
を
勧
め

ら
れ
、
断
れ
な
か
っ
た
。
さ

ら
に
３
人
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン

障
害
者
出
張
相
談

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
や
ま
び
こ
は
、
障
害
者

出
張
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る

こ
と
や
心
配
な
こ
と
な
ど
、

ま
た
、
旅
行
や
福
祉
機
器
・

住
宅
改
造
な
ど
の
ご
相
談

年
金
の
保
険
料
も

税
金
控
除
の
対
象

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

税
金
の
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
確
定
申
告
な
ど
の
際

に
提
示
を
求
め
ら
れ
る
時

は
、
領
収
書
や
社
会
保
険
庁

か
ら
２
月
中
旬
ご
ろ
に
送
付

さ
れ
る
保
険
料
の
納
付
額
証

明
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
平
成
１７
年
１
月

以
降
に
納
め
た
保
険
料
は
、

翌
年
の
申
告
に
な
り
ま
す
。

納
付
額
証
明
書
が
手
元
に

届
か
な
い
時
や
保
険
料
の
納

付
額
の
確
認
な
ど
は
、
社
会

保
険
事
務
所
へ
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
京
都
南
社
会

保
険
事
務
所
（
�
０
７
５
・

６
４
３
・
２
５
４
７
）

ひ
だ
ま
り
の
会

日
時
＝
２
月
２２
日
�
午
後

２
時
〜
３
時

場
所
＝
府
立
洛
南
寮

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
す

る
高
齢
者

内
容
＝
ホ
ー
ム
喫
茶
で
お

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

開
設
場
所
・
期
間
な
ど
＝

上
表
の
と
お
り

開
設
時
間
＝
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時

問
合
せ
先
＝
宇
治
税
務
署

（
�
４４
・
４
１
４
１
）

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン�

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン�

る
よ
う
、「
山
城
広
域
振
興

局
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
〜
地
域
に
ひ
ろ
げ
よ

う
！
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
〜
」
を
開

き
ま
す
。

が
来
て
、「
耐
震
強
化
を
し

ま
し
ょ
う
」
と
家
屋
に
補
強

を
行
い
高
額
な
代
金
の
請
求

を
さ
れ
た
。
支
払
わ
な
い
と

い
け
な
い
の
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
知
ら
な
い
人
が
訪
問
し

て
き
た
時
は
、
ど
こ
の
誰
が

何
の
た
め
に
来
た
の
か
を
確

認
し
て
か
ら
扉
を
開
け
ま
し

ょ
う
。

②
販
売
員
に
契
約
を
す
る

よ
う
に
勧
め
ら
れ
て
も
、
そ

の
場
で
す
ぐ
に
契
約
し
な
い

で
、
必
ず
家
族
や
周
囲
の
人

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

訪
問
販
売
に
よ
る
契
約

は
、
契
約
後
８
日
間
以
内
で

あ
れ
ば
、
す
で
に
工
事
を
行

っ
て
い
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
で
契
約
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

困
っ
た
時
は
、
少
し
で
も

早
く
消
費
生
活
相
談
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
に
は
所
得
税
、

市
・
府
民
税
の
申
告
の
必
要

が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
上
図

で
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

で
、
期
限
ま
で
に
申
告
を
し

な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告

を
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税

金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、

不
足
税
額
の
１５
�
ま
た
は
１０

�
（
不
正
な
行
為
な
ど
が
あ

っ
た
時
に
は
４０
�
ま
た
は
３５

�
）
の
割
合
の
加
算
税
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
延

滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

還
付
申
告
は

２
月
１
日
か
ら

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の

な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
、
医

療
費
控
除
や
雑
損
控
除
・
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど

を
受
け
ら
れ
る
時
は
、
確
定

申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
給
与
所
得
や
退
職

所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合

日
時
＝
毎
週
水
・
金
曜
日

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
市
役
所
３
０
６
会

議
室問

合
せ
先
＝
産
業
振
興
課

（
�
６４
・
１
３
６
０
）

高
齢
者
な
ど
に
不
安
を
与

え
、
高
額
な
工
事
契
約
な
ど

を
さ
せ
る
訪
問
販
売
の
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
２
月
１３
日
	
午
前

１０
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
▼
特
定
非
営
利
活

動
法
人
運
営
相
談
会
な
ど
▼

府
立
大
学
助
教
授
の
宗
田
好

史
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
▼

特
定
非
営
利
活
動
法
人
な
ど

の
活
動
Ｐ
Ｒ
▼
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

問
合
せ
先
＝
▼
山
城
広
域

を
、
自
身
も
障
害
を
も
っ
て

い
る
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

お
聞
き
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
９
日
�
午
後

２
時
〜
４
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー対

象
者
＝
市
内
に
在
住
す

る
障
害
者
と
そ
の
家
族
や
関

係
者問

合
せ
先
＝
▼
障
害
者
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ

（
�
０
７
５
・
９
７
２
・
２

８
８
０
）
▼
社
会
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
２
）

茶
会
や
歌
を
楽
し
み
ま
す
。

飲
食
代
は
参
加
者
の
負
担

で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

福
祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２

２
２
）

高
等
学
校
の
修
学
に

要
す
る
経
費
を
支
給

対
象
＝
平
成
１７
年
度
市
町

村
民
税
非
課
税
世
帯
で
母

子
・
父
子
・
障
害
者
・
長
期

療
養
者
世
帯
の
子
ど
も

し
め
き
り
＝
▼
第
１
次
申

請
（
新
１
年
生
）
…
２
月
２４

日
�
▼
第
２
次
申
請
…
６
月

３０
日
�

生
活
保
護
受
給
者
に
つ
い

て
は
、
別
に
奨
学
金
（
私
学

の
み
）
が
あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
山
城

北
保
健
所
綴
喜
分
室(

�

６３
・
５
７
４
７
）

社
会
貢
献
活
動
の
あ
り
方

２
月
１３
日

中
央
公
民
館

契
約
解
除
が
で
き
ま
す

訪 問 販 売

契
約
後
８
日
間
以
内
で
あ
れ
ば京

都
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
が
昨

年
１２
月
に
新
設
さ
れ
、
電
話
に
よ
る
年

金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
国
民
年
金
は
い
つ
か
ら
受
け
ら
れ

る
の
か
」

「
受
け
る

た
め
の
手

続
き
は
」

な
ど
と
い
っ
た
国
民
年
金
の
相
談
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
＝
４８
・
１
１
６
５

相
談
日
時
＝
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

ご
利
用
の
際
に
相
談
者
の
確
認
の
た

め
次
の
よ
う
な
点
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

相
談
者
が
本
人
の
時
＝
▼
住
所
▼
氏

名
▼
生
年
月
日
▼
基
礎
年
金
番
号
な
ど

相
談
者

が
家
族
の

時
＝
相
談

者
が
本
人

の
時
に
お
聞
き
す
る
も
の
の
ほ
か
に
、

▼
家
族
の
氏
名
▼
生
年
月
日
▼
基
礎
年

金
番
号
▼
本
人
と
の
続
柄
▼
本
人
が
直

接
電
話
で
き
な
い
理
由
な
ど

年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
が
新
設

電話48-1165

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い�

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い�

振
興
局（
�
２１
・
２
０
４
９
）

▼
特
定
非
営
利
活
動
法
人
や

ま
し
ろ
里
山
の
会
（
�
６４
・

４
１
８
３
）

＜ 4  ＞

税
務
署
が
出
張

相
談
開
き
ま
す

宇
治
税
務
署
は
、
平
成
１６

年
分
の
確
定
申
告
に
関
す
る

所
得
税
は
、「
納
税
者
自

ら
１
年
間
の
所
得
金
額
と
そ

の
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て

申
告
し
納
税
す
る
こ
と
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
１
年

間
の
所
得
金
額
と
税
額
を
正

し
く
計
算
し
、
早
め
に
申
告

と
納
税
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。申

告
受
付
期
間
＝
２
月
１６

日
�
〜
３
月
１５
日
�
。
た
だ

し
、
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま

す
申
告
受
付
時
間
＝
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

申
告
受
付
場
所
＝
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

申
告
に
必
要
な
も
の
＝
▼

申
告
さ
れ
る
人
の
印
鑑
▼
生

命
保
険
・
損
害
保
険
の
支
払

証
明
書
▼
申
告
内
容
に
よ
っ

て
は
各
種
証
明
書
な
ど
（
収

支
内
訳
書
、
給
与
・
公
的
年

金
の
源
泉
徴
収
票
、領
収
書
、

証
明
書
）
▼
還
付
申
告
の
人

は
銀
行
な
ど
の
本
人
名
義
の

口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

内
容
に
よ
っ
て
は

税
務
署
で
受
付

市
役
所
で
受
け
付
け
の
で

き
る
確
定
申
告
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

市
役
所
で
確
定
申
告
を
受

け
付
け
で
き
る
人
＝
▼
給
与

所
得
者
で
中
途
退
職
し
た
人

▼
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で

年
末
調
整
の
済
ん
で
い
な
い

人
▼
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
以
外
の
控
除
を
受
け
ら
れ

る
人
▼
公
的
年
金
の
み
の
人

▼
給
与
と
年
金
の
両
方
で
所

得
が
あ
る
人
▼
給
与
を
２
か

所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
人
で

あ
っ
て
も
市
役
所
で
判
断
で

き
な
い
事
由
が
生
じ
た
時

は
、
宇
治
税
務
署
で
の
申
告

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

宇
治
税
務
署
の
出
張
申
告

相
談
で
申
告
し
て
い
た
だ
く

人
＝
▼
青
色
申
告
を
さ
れ
る

人
▼
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
を
受
け
ら
れ
る
人
▼
不
動

産
所
得
・
事
業（
営
業
な
ど
）

所
得
の
あ
る
人
▼
過
年
分

（
平
成
１５
年
分
以
前
）
の
申

告
を
さ
れ
る
人

な
お
、
譲
渡
所
得
（
土
地

建
物
、
株
式
な
ど
の
売
却
な

ど
）
の
あ
る
人
は
出
張
申
告

相
談
で
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
直
接
、
宇
治
税

務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

宇
治
税
務
署
は
、
納
税
者

の
み
な
さ
ん
が
ご
自
分
で
確

定
申
告
書
を
作
成
し
て
い
た

だ
く
「
自
書
申
告
」
を
進
め

て
い
ま
す
。

申
告
を
早
く
済
ま
せ
る
た

め
に
、
申
告
書
の
作
成
は
、

「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や

「
前
年
分
の
申
告
書
の
控
」、

「
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.j

p

）
の
申
告
書
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
な
ど
を
利
用
し
て
、

で
き
る
だ
け
ご
自
分
で
正
し

く
作
成
し
、
早
め
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
、
郵
送
ま
た
は

宇
治
税
務
署
（
〒
６
１
１
・

８
５
８
８
宇
治
市
大
久
保
町

井
の
尻
６０
・
３
）
に
あ
る
時

間
外
文
書
収
受
箱
に
投
函
す

る
こ
と
で
提
出
で
き
ま
す
。

出
張
申
告
相
談
と
閉
庁
日
相

談
を
左
表
の
と
お
り
行
い
ま

す
。問

合
せ
先
＝
宇
治
税
務
署

（
�
４４
・
４
１
４
１
）

計
が
２０
万
円
以
下
で
あ
る
な

ど
の
た
め
、
確
定
申
告
を
す

る
必
要
の
な
い
人
で
も
、
還

付
を
受
け
る
た
め
に
確
定
申

告
を
す
る
時
は
、
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
に

つ
い
て
も
申
告
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
は
、
２
月
１
日
�
か

ら
宇
治
税
務
署
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
申
告
書
は

ご
自
分
で
作
成
し
、
早
め
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
ご
自
分
で
作
成

2月16日～3月15日　コミュニティホール 所

得

税

市
・
府
民
税正しく計算し早めに申告

平
成
１６
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
と
平
成
１７
年
度
の
市
・
府
民
税
申
告
の
受

け
付
け
期
間
は
、
２
月
１６
日
�
か
ら
３
月
１５
日
�
ま
で
で
す
。
期
限
間
際
に
な

り
ま
す
と
申
告
受
付
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
税
務
課
（
�
６４
・
１
３
１
７
）

不
足
の
税
金
＋
加
算
税
＋
延
滞
税

誤
っ
た
申
告
を
す
る
と
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こころの健康に不安やお
困りの市民・家族など（専
門医による相談・予約制）�

2月8日��
13：45～15：30�
保健センター�

こころの
健康相談�

①2月7日��
13：45～15：30�

保健センター（予約制）�
②2月16日��
13：30～15：00�
北部住民センター�
③2月17日��
13：30～15：00�
新興戸公民館�

�
�
医師・保健師による相
談�

田辺地域
総務室�
�62-0173

田辺�
児童館�
�63-1081

普賢寺�
児童館�
�65-0153

児童�
福祉課�
�64-1377

地域子育て�
支援センター�
�62-0468

府民無料�
法律相談�

市民無料�
法律相談�

18歳未満の子どものこ
とについて、気にかか
ることなど�

弁護士による相談�
�2月18日�3月1日から電話
予約受付（土・日・祝日を除く）�

保健師・栄養士による
相談（予約制）�

弁護士による相談�
2月18日電話予約受付�

毎週月曜日�
9：00～11：00�
保健センター�

2月21日��
13：30～16：30�
田辺地域総務室�

�3月2日��3月16日��
13：30～16：30�
市役所市民相談室�

毎週月～金曜日�
13：30～15：30�
田辺児童館�

毎週月曜日�
9：00～12：00・13：00～16：30�

普賢寺児童館�

毎週月～金曜日�
9：00～12：00・13：00～16：30�

児童福祉課�

電話相談　毎週月～金曜日�
9：00～16：00�

来所相談　毎週月・水曜日�
13：00～16：00

発達相談�

育児相談�

家庭児童�
相談室�

すくすく�
子育て�
相談�

京都�
弁護士会�
�075-231-2378

毎週木曜日�
13：00～17：00�
CIKビル（新田辺駅西）�

相談内容�
なやみごと�
（人権・行政）�
相談�

相談名� 日時・場所� 問合せ先�

人権擁護委員・行政相
談委員による相談�

2月9日�市役所会議室 �
23日�三山木福祉会館
13：30～16：00 人権�

啓発課�
�62-4343

健康�
推進課�
�64-1334�
�64-1335

弁護士による有料の法
律相談（予約制・40分
5,250円）�

在宅介護に関する各種
相談、アドバイス�

2月16日��
10：00～11：30�

老人福祉センター常磐苑�

在宅介護�
支援相談�

高齢�
介護課�
�64-1373

乳幼児のことについ
て、気にかかることな
ど�

※相談日が祝日の時は、相談開催日を変更する場合が�
　ありますので各担当へお問い合わせください�

弁護士に
よる無料�
法律相談�

土曜日�
なんでも�
相談�

「これから
　のこと」�
相談�

生活�
なんでも�
相談�

心配ごと�
出張相談�

心配ごと�
相談�

ふれあい�
相談室�

女性の�
相談室�

教育相談�

相談名�

相続税、贈与税などの
税金に関する問題全般
（予約制）�

法律問題全般�
2月1日�から予約受付�

日常生活全般につい
て、どんなことでもお
気軽に（予約制）�

物忘れや一人暮らしで不安な人や
高齢者・障害者など対象に福祉サー
ビスの契約など生活支援について�

登記・相続・離婚問題
など（予約制）�

毎日の生活で心配なこ
と、わからないことに
ついて（日常生活全般
について）�

ひとりで悩まずどんな
ことでもご相談を�
電話・FAX・来所可�

女性による女性のため
のカウンセリング　
（予約制）�

登校しぶりや不登校の
問題、学習の遅れなど
（予約制）�

相談内容�

2月15日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

2月25日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

2月4日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

2月22日��
13：30～16：00�
中部住民センター�

毎週月～金曜日�
9：00～16：00�
社会福祉センター�

12：30～16：30�
●1日�       桃園小学校�
　　　　　 �63-6335�
●8日�      三山木小学校
　　　　　　�62-1055�
●10日�　松井ケ丘小学校�
　　　　　 �62-8888�
●15日�　田辺東小学校
　　　　　　�62-4348�
　　　　　薪小学校�
                 �63-2000�
●17日�　草内小学校        �
                   �62-0054　�
●22日�　田辺小学校　�
　　             �62-0044�
●24日�　大住小学校�
                 �62-0046

日時・場所� 問合せ先�

社会福祉�
協議会�
�62-5447�
�65-4962

2月10日��
10：00～12：00�

水取コミュニティセンター�

税務相談�

南部�
法律相談
センター�

司法書士�
法律相談�

2月28日��
13：30～16：00�

老人福祉センター常磐苑�

2月19日��
10：00～12：00�
社会福祉センター�

政策�
推進課�
�64-1309

2月3日�・17日��
13：30～16：30�
市役所会議室�

2月4日�・15日�・25日�
13：30～16：00�
社会福祉センター�

一般�
健康相談�
（ 一 般
成 人 を
対象）�

各小学校�
�

電話による�
教育相談は�
学校教育課�
�63-4488

�

くらしの中で購入する
物やサービスについて
の相談�

毎週水・金曜日�
13：30～16：00�
市役所306会議室�

産業�
振興課�
�64-1360

消費生活�
相談�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

中央図書館�

新しい本の紹介�

�65－2500　�65－1222

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館北部分室�
北部住民センター内�

�63－0499　�63－7956

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室中央図書館中部分室�中央図書館中部分室�
中部住民センター内�

�64－8833　�64－8820

新
し
い
本
の
紹
介�

日�～6日	�「府立田辺高等学校～美
術・工芸・書道展」：府立田辺高等学校＝
8日�～13日	。ただし、11日（建国記念
の日）は除きます�「写真展～魅せられて
富士～」：森本寛治＝15日�～20日	�
「報道写真展・DAYS JAPANの広河隆一～
イラクを見つめて～」：次田のり子＝22日
�～27日	。ただし、25日�は除きます

おはなし会
�2月5日
…おはなしの大好きな王さま
�12日
…だいふくもち�16日�…かえっ
こ　かえっこ�19日
…大工とおにろく�
23日�…ととけっこ�26日
…ゆきむすめ
時間＝�土曜日・23日�…午後3時～3時
30分�16日�…午後3時30分～4時
話し手＝�土曜日…図書館おはなしサー
クルのがらがらどん�16日�…図書館職員
�23日�…図書館おはなしサークルの京田
辺語り手の会

2月のギャラリー
�「真多呂人形作品展」：酒井春子＝1

2月の映画会
今月は文学作品原作映画特集です。
�5日…モルグ街の殺人�12日…華麗な
るギャツビー�19日…仮面の男
いずれも土曜日の午前10時30分から

おはなし会
�2月5日
…かえるをのんだととさん�
12日
…こんこんさまにさしあげそうろう

�19日
…うらしまたろう�23日�…わら
しべ長者�26日
…ホレおばさん�3月5日

…元気な仕立屋
時間＝�土曜日…午前11時～11時30分�
23日�…午後3時30分～4時
話し手＝�土曜日…図書館サークルのお
はなしバスケット�23日�…図書館職員

おはなし会
�2月9日�…ちいさなワニでもこころは
いっぱい�16日�…ひなどりとネコ

時間＝午後3時30分～4
時
話し手＝�9日�…図書
館職員�16日�…図書館
サークルのおはなしバス
ケット

Ｉ
Ｔ
業
務
を
主
な
事

業
と
す
る
共
同
作
業
所

「
ア
イ
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
京
都
」
は
、
ふ
れ

あ
い
パ
ソ
コ
ン
体

験
教
室
（
後
援
＝

教
育
委
員
会
）
を

開
き
ま
す
。

日
時
＝
２
月
１９

日


午
後
１
時
〜

４
時場

所
＝
ア
イ
・

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
京
都

対
象
＝
小
学
生

内
容
＝
オ
リ
ジ
ナ
ル

マ
グ
ネ
ッ
ト
作
り

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

好
き
な
イ
ラ
ス
ト
を
マ

グ
ネ
ッ
ト
用
紙
に
貼
り

付
け
ま
す
。
マ
グ
ネ
ッ

ト
な
の
で
、
冷
蔵
庫
な

ど
に
付
け
外
し
が
で
き

ま
す
。

定
員
＝
先
着

６
人参

加
費
＝
無

料
申
込
・
問
合

せ
先
＝
ア
イ
・
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

京
都
（
�
６４
・
７

４
７
４
、
�
６４
・

７
２
３
２
、
電
子

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

in
fo@

i-collab
o-

kyoto.com
)

19日小学生を対象に

パソコン体験教室開く

こ
れ
ま
で
市
は
、
独
自

の
計
画
に
基
づ
い
て
水
源

か
ら
給
水
栓
ま
で
水
質
管

理
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
新
た
に
「
平
成
１７
年

度
水
質
検
査
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

市
は
、
水
道
水
が
水
質

基
準
に
適
合
し
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、

水
道
法
に
基
づ
き
水
質
検

査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
法
施
行
規
則
な

ど
で
、「
水
質
検
査
計
画
」

を
作
成
し
毎
事
業
年
度
の

開
始
前
に
水
道
の
需
要
者

（
お
客
さ
ま
）
に
対
し
て

情
報
提
供
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

検
査
計
画
の
内
容
＝
▼

水
質
検
査
計
画
に
関
す
る

基
本
事
項
▼
水
道
事
業
の

概
要
▼
原
水
お
よ
び
浄
水

の
水
質
状
況
な
ら
び
に
水

質
管
理
上
の
問
題
点
▼
水

質
検
査
を
行
う
項
目
・
採

水
地
点
・
採
水
頻
度
お
よ

び
そ
の
理
由
▼
臨
時
の
水

質
検
査
に
関
す
る
事
項
▼

水
質
検
査
方
法
▼
水
質
検

査
計
画
お
よ
び
検
査
結
果

の
公
表
の
方
法
▼
原
水
お

よ
び
給
水
栓
の
水
質
検
査

結
果く

わ
し
い
内
容
は
、
本

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyota

nabe.jp/

）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
薪
浄
水
場
（
�

６２
・
８
２
８
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
質
検
査
計
画
を
策
定

安
心
で
き
る
水
道
水
の
た
め
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府
は
、
犬
の
飼
い
主
に
正

し
い
飼
い
方
や
し
つ
け
方
を

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
飼
い

主
の
意
識
向
上
と
人
と
動
物

が
共
生
す
る
社
会
づ
く
り
を

め
ざ
し
、「
犬
の
し
つ
け
方

教
室
」
を
開
き
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
内
容
＝
下

表
の
と
お
り

対
象
＝
全
日
程
に
参
加
で

き
る
、
市
内
に
在
住
す
る
犬

の
飼
い
主
と
そ
の
飼
い
犬

犬
の
実
習
条
件
＝
▼
生
後

６
か
月
以
上
２
歳
未
満
で
、

登
録
済
み
で
あ
る
こ
と
▼
健

康
状
態
が
良
好
で
あ
る
こ
と

▼
狂
犬
病
を
含
む
感
染
症
の

予
防
接
種
を
受
け
て
い
る
こ

と
▼
攻
撃
性
が
少
な
い
こ
と

定
員
＝
先
着
１０
組
。
た
だ

し
、
飼
い
主
の
み
の
参
加

（
先
着
２０
人
）
も
で
き
ま
す

費
用
＝
無
料

申
込
期
間
＝
２
月
１４
日
�

〜
１８
日
�
の
午
前
１０
時
〜
午

後
４
時

申
込
・
問
合
せ
先
＝
山
城

北
保
健
所（
�
２１
・
２
９
１
２
）

犬のしつけ方教室�

八幡市民体育館�

場　所�

3月2日��

3月9日��
3月16日��
3月23日��

　講習会（飼い主のみ参加）�
　　　…犬の健康管理や習性など�

八幡市民体育館�
前広場�

ツケ・スワレ・フセ・マテ・コイ�
などのしつけ方の実技講習�
（飼い犬を連れての実習）�

開催日� 内　　　　　　　　容�時間�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

第
１
回�

第
２
〜
４
回�

関
西
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
、
奈

良
・
東
大
寺
二
月
堂
で
行
わ
れ
る

「
修
二
会(

お
水
取
り)

」。
そ
の
中
で

か
ご
松
明
と
し
て
使
わ
れ
る
真
竹
を

京
田
辺
市
か
ら
東
大

寺
ま
で
送
り
届
け
る

「
竹
送
り
」
が
普
賢
寺

地
域
で
行
わ
れ
ま
す
。

「
有
名
な
行
事
に
使
っ
て
い
た
だ

け
る
な
ら
喜
ん
で
寄
進
し
よ
う
」
と

昭
和
５３
年
に
山
城
松
明
講
の
み
な
さ

ん
に
よ
っ
て
約
４０
年
ぶ
り
に
復
活
し

ま
し
た
。
根
が
付
い
た
ま
ま
掘
り
出

し
た
真
竹
を
約
７
�
に
切
り
そ
ろ

え
、
肩
に
担
い
だ
り
、
大
八
車
な
ど

を
使
っ
た
り
し
て
東
大
寺
ま
で
届
け

ま
す
。

ど
な
た
で
も
寄
進
竹
を
担
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
＝
２
月
１１
日
（
建
国
記
念

の
日
）

時
間
・
場
所
・
内
容
＝
▼
午
前
８

時
・
大
御
堂
観
音
寺
付
近
・
寄
進
竹

の
掘
り
出
し
▼
９
時
・
同
寺
・
道
中

の
安
全
祈
願
▼
９
時
３０
分
・
同
寺
・

奈
良
坂
へ
出
発
▼
１０

時
・
奈
良
坂
・
寄
進

竹
を
大
八
車
に
乗
せ

替
え
東
大
寺
へ
▼
正

午
ご
ろ
・
同
寺
二
月
堂
に
到
着
・
寄

進
問
合
せ
先
＝
山
城
松
明
講
▼
松
村

（
�
６２
・
１
５
７
９
）
▼
桐
山
（
社

会
教
育
課
内
、
�
６４
・
１
３
９
３
）

2月11日

二
月
堂
へ
竹
送
り

お
水
取
り
の
松
明
と
し
て
寄
進

水
泳
上
達
の

コ
ツ
を
伝
授

開
催
日
＝
３
月
１１
日
�
・

１７
日
�
・
２８
日
�

レ
ッ
ス
ン
開
始
時
間
＝
▼

１１
日
…
午
前
１０
時
・
午
前
１０

時
２５
分
・
午
前
１０
時
５０
分
▼

１７
・
２８
日
…
午
後
２
時
・
午

後
２
時
２５
分
・
午
後
２
時
５０

分
レ
ッ
ス
ン
時
間
＝
２０
分
間

対
象
＝
１８
歳
以
上
の
人

定
員
＝
各
時
間
帯
そ
れ
ぞ

れ
先
着
１
人

費
用
＝
無
料

申
込
方
法
＝
田
辺
公
園

プ
ー
ル
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
同
プ
ー
ル
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

申
込
期
間
＝
受
講
希
望
日

の
１
か
月
前
か
ら
２
日
前
ま

で

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺

公
園
プ
ー
ル
（
�
６５
・
３
１

１
３
）

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の

入
団
説
明
会
し
ま
す

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
京
都
府

第
１１
団
は
、
団
員
募
集
に
あ

た
り
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
２
月
１９
日


午
前

１０
時
か
ら

今
回
見
つ
か
っ
た
の
は
、

竪
穴
式
住
居
跡
が
２
基
と
深

さ
１
�
の
穴
な
ど
。
穴
の
中

か
ら
は
、
深
鉢
や
浅
鉢
な
ど

多
数
の
縄
文
土
器
の
破
片
や

石
器
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

薪
遺
跡
は
こ
れ
ま
で
古
墳
時

代
後
期
以
降
の
遺
跡
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
発

掘
に
よ
り
縄
文
時
代
中
期
末

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

遺
構
の
北
側
か
ら
見
つ
か

っ
た
竪
穴
式
住
居
跡
は
一
辺

が
約
５
�
あ
る
四
方
形
で
、

中
央
部
に
粘
土
を
貼
っ
た
炉

の
跡
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
は

熱
に
よ
り
赤
く
変
色
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
穴
か
ら
見
つ
か
っ

た
縄
文
土
器
は
上
部
に
横
長

の
楕
円
形
文
様
を
配
し
、
そ

の
中
に
「
ハ
」
文
字
状
の
模

様
が
は
っ
き
り
と
見
え
、
同

時
代
中
期
末
の
特
徴
を
持
っ

た
土
器
で
す
。

同
月
２０
日
に
は
現
地
説
明

会
が
開
か
れ
、
約
２
０
０
人

男
子
フ
ッ
ト
サ
ル

出
場
チ
ー
ム
募
集

社
会
体
育
協
会
と
教
育
委

員
会
は
、
市
民
総
体
フ
ッ
ト

サ
ル
の
部
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
６
日
	
午
前

９
時
か
ら

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

参
加
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
１６
歳

以
上
の
男
子

内
容
＝
予
選
リ
ー
グ
戦
・

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

参
加
費
（
１
チ
ー
ム
）
＝

５
千
円
（
審
判
が
不
在
の

チ
ー
ム
は
７
千
円
）

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体

育
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
社
会

体
育
協
会
事
務
局
へ
持
参
・

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ

か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
２
月
１０
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

体
育
協
会
事
務
局
（
〒
６
１

０
・
０
３
３
１
京
田
辺
市
田

辺
丸
山
１９
、
田
辺
中
央
体
育

館
内
、
�
６２
・
１
５
０
１
、

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

京
都
木
津
川
マ
ラ
ソ
ン
大

会
実
行
委
員
会
は
、
京
都
木

津
川
マ
ラ
ソ
ン
（
後
援
＝
市

な
ど
）
の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い

す
る
日
時
＝
２
月
６
日
	
午

前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

の
希
望
す
る
時
間

場
所
＝
草
内
木
津
川
運
動

公
園
や
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の

給
水
場
な
ど

内
容
＝
▼
飲
食
コ
ー
ナ
ー

の
手
伝
い
▼
会
場
の
清
掃
作

業
▼
会
場
内
の
警
備
▼
撤
収

作
業
な
ど

申
込
先
＝
▼
２
月
５
日



ま
で
…
京
都
木
津
川
マ
ラ
ソ

ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

▼
大
会
当
日
…
草
内
木
津
川

運
動
公
園
内
の
京
都
木
津
川

マ
ラ
ソ
ン
大
会
本
部

問
合
せ
先
＝
京
都
木
津
川

マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局（
綴
喜
教
育
会
館
内
、

�
６５
・
１
４
８
５
）

縄文時代中期末の竪穴式住居跡が見つかった薪遺跡

場
所
＝
カ
ト
リ
ッ
ク
田
辺

教
会対

象
＝
今
春
幼
稚
園
年
長

に
な
る
子
ど
も
〜
新
高
校
３

年
生
に
な
る
人

く
わ
し
く
は
、
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
京
都
府
第
１１
団
　
大

釜
（
�
６２
・
７
５
５
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

多数の縄文土器片なども発見

�
６２
・
１
５
３
４
）

府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
１２
月

１７
日
、
府
道
新
設
工
事
に
伴
う
薪
巽
に
あ
る
薪
遺
跡

の
発
掘
調
査
で
、
縄
文
時
代
中
期
末
（
約
４
千
年
前
）

の
竪
穴
式
住
居
跡
や
土
器
片
が
見
つ
か
っ
た
と
発
表

し
ま
し
た
。
南
山
城
地
域
で
は
同
時
代
の
竪
穴
式
住

居
跡
は
珍
し
く
、
本
市
内
で
も
最
古
の
住
居
跡
に
な

り
ま
す
。

の
考
古
学
フ
ァ
ン
が
集
ま

り
、
調
査
員
の
説
明
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
府
埋
蔵
文
化

財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
（
�

０
７
５
・
９
３
３
・
３
８
７

７
）
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D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
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D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

FFFFFFFFFFFFFFF

FFFFFFFFFFFFFFF

市内最古の住居跡�市内最古の住居跡�
薪遺跡

飼
い
方
の
講
習
や
し
つ
け
の
実
技

愛
犬
と
一
緒
に
学
ぼ
う
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市
は
、
今
春
、
小
学
校
に

入
学
す
る
母
子
・
父
子
家
庭

の
親
子
を
招
き
「
祝
い
励
ま

す
会
」
を
開
き
ま
す
。

当
日
は
、
ラ
ン
リ
ュ
ッ
ク

な
ど
の
記
念
品
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
や
楽
し
い
催
し
を
し
ま

す
。日

時
＝
２
月
２６
日


午
後

１
時
３０
分
〜
３
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー

新
成
人
の
思
い

ご
覧
く
だ
さ
い

市
は
、「
は
た
ち
の
言
葉

一
筆
啓
上
」
の
入
賞
・
入
選

作
品
と
新
成
人
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
「
２１
世
紀
を
迎
え
て

市
民
・
企
業
・
大
学
・
行

政
が
連
携
し
て
市
内
の
情
報

化
を
進
め
て
い
る
、
京
田
辺

情
報
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研

究
会
（
た
な
べ
ネ
ッ
ト
）
は
、

今
回
で
２
回
目
と
な
る
パ
ソ

コ
ン
講
習
会
（
後
援
＝
市
）

を
行
い
ま
す
。

講
師
は
同
志
社
大
学
と
同

志
社
女
子
大
学
の
学
生
で
構

成
し
Ｉ
Ｔ
普
及
活
動
を
行
っ

て
い
る
、「
特
定
非
営
利
活

動
法
人
Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
　
Ｃ
ｔ

ｏ
Ｇ
・
ａ
ｃ
」
で
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
（
全

４
回
）】

開
催
日
・
内
容
＝
▼
３
月

４
日
�
・
基
本
操
作
と
タ
イ

ピ
ン
グ
▼
１１
日
�
・
文
書
作

成
▼
１８
日
�
・
電
子
メ
ー
ル

▼
２５
日
�
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
時
間
＝
▼
午
前
の
部
…
午

前
１０
時
〜
正
午
▼
午
後
の
部

…
午
後
２
時
３０
分
〜
４
時
３０

分

ひ
と
際
目
立
つ
１
９
６
�

の
長
身
の
ダ
ン
・
ソ
マ
ン

ジ
・
ス
ー
さ
ん
。
新
た
に
着

任
し
た
１０
代
目
の
英
語
指
導

助
手
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
で
す
。
初

め
て
本
市
に
訪
れ
た
時
、

「
す
ご
く
歓
迎
さ
れ
、
う
れ

し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
印
象

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
始
め

た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
母
国

カ
メ
ル
ー
ン
の
代
表
選
手
に

選
ば
れ
る
ほ
ど
の
実
力
。
１

９
９
８
年
か
ら
約
４
年
余

講
師
講
師
は
現
役
大
学
生

現
役
大
学
生�

講
師
は
現
役
大
学
生�

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
メ
デ
ィ

ア
館定

員
＝
午
前
・
午
後
の
部

と
も
５０
人

参
加
費
（
資
料
代
）
＝
２

千
５
０
０
円

【
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
講

習
】日

時
＝
３
月
１１
日
�
・
１８

日
�
午
後
０
時
３０
分
〜
２
時

定
員
＝
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

受
講
者
の
中
か
ら
先
着
１５
人

参
加
費
＝
無
料

お
貸
し
す
る
携
帯
電
話
で

講
習
し
ま
す
。

【
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
】

日
時
＝
３
月
４
日
�
午
後

０
時
３０
分
〜
２
時

参
加
費
＝
無
料

【
同
志
社
生
と
の
交
流
会
】

日
時
＝
３
月
２５
日
�
午
後

０
時
３０
分
〜
２
時

参
加
費
＝
千
円

【
申
込
方
法
】

市
役
所
・
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー
・
中
部
住
民
セ
ン

タ
ー
・
中
央
図
書
館
・
三
山

木
福
祉
会
館
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書

い
て
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
す
る

か
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
参
加
希
望
の
部
（
午
前

か
午
後
・
携
帯
メ
ー
ル
講

習
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
・

交
流
会
）
・
車
で
来
場
す
る

人
は
車
の
登
録
番
号
を
書
い

て
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

団
体
で
の
申
し
込
み
も
相

談
に
応
じ
ま
す
。

【
し
め
き
り
】

２
月
２５
日
�

【
申
込
先
】

き
ゅ
う
た
な
べ
倶
楽
部

（
〒
６
１
０
・
０
３
３
２
京

田
辺
市
興
戸
久
保
３７
、
�

６４
・
６
２
０
０
、
電
子

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

tanabenet2005@
yah

oo.co.jp

）

【
問
合
せ
先
】

き
ゅ
う
た
な
べ
倶
楽
部

川
合
（
�
０
９
０
・
５
０
３

３
・
６
８
９
２
）

り
、
ロ
シ
ア
の
プ
ロ
リ
ー
グ

で
活
躍
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
け
が
の
た
め

選
手
生
活
を
あ
き
ら
め
、
ふ

る
さ
と
で
英
語
の
教
師
を
し

て
い
ま
し
た
。「
日
本
人
は

英
語
を
学
ぶ
の
が
熱
心
。
日

本
文
化
に
も
興
味
が
あ
る

し
、
英
語
を
教
え
る
た
め
日

本
に
来
た
」語
る
ダ
ン
さ
ん
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
だ
け
で
な

く
、
サ
ッ
カ
ー
や
テ
ニ
ス
・

卓
球
と
た
く
さ
ん
の
種
目
を

こ
な
す
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で

す
。「カ

メ
ル
ー
ン
に
つ
い
て

も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ダ
ン
・
ソ
マ
ン
ジ
・
ス
ー

平
成
１５
年
８
月
か
ら
１
年

４
か
月
に
わ
た
っ
て
、
本
市

の
英
語
指
導
助
手
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
レ
ニ
ー
・
ユ
ー
ジ

ダン・ソマンジ・スーさん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
、
展
示

し
ま
す
。

期
間
＝
２
月
１４
日
�
〜
２５

日
�
（
土
・
日
曜
日
は
除
き

ま
す
）

時
間
＝
午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
（
２５
日
�
は
午
後

４
時
３０
分
ま
で
）

場
所
＝
市
役
所
市
民
ホ
ー

ル
問
合
せ
先
＝
社
会
教
育
課

（
�
６４
・
１
３
９
３
）

９１３
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

人
が
大
人
の
仲
間
入
り�

９１３
人
が
大
人
の
仲
間
入
り�

市
は
、
１
月
９
日
に
成
人

式
・
成
人
の
つ
ど
い
を
田
辺

中
央
体
育
館
で
開
き
ま
し

た
。
当
日
は
、
約
５
０
０
人

の
新
成
人
が
集
ま
り
、
旧
友

や
恩
師
と
の
再
会
を
楽
し
み

ま
し
た
。

今
年
、
市
内
で
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
た
の
は
、
昭
和

５９
年
４
月
２
日
〜
６０
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
９
１
３
人

で
す
。

式
典
で
は
、
久
村
哲
市
長

が
、「
若
者
の
発
想
力
は
新

し
い
時
代
を
創
る
原
動
力
。

心
の
痛
み
が
わ
か
る
大
人
と

し
て
行
動
す
る
こ
と
を
願
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、

新
成
人
へ
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
、
２０
歳
を
記
念
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
「
は
た
ち
の
言
葉
一

筆
啓
上
」
の
表
彰
（
入
賞
作

品
は
次
の
と
お
り
）
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
２
部
の
「
成
人
の
つ
ど

い
」
で
は
、
懐
か
し
い
友
人

や
恩
師
と
の
再
会
を
喜
ぶ
歓

声
や
記
念
写
真
の
撮
影
を
す

る
新
成
人
の
笑
顔
で
会
場
は

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

成人のつどいで恩師と写真に納まる新成人の
みなさん（1月9日、田辺中央体育館）

対
象
者
＝
今
春
、
小
学
校

に
入
学
す
る
母
子
・
父
子
家

庭
な
ど
の
親
子

申
込
方
法
＝
は
が
き
に
、

住
所
・
親
子
の
氏
名
・
入
学

予
定
小
学
校
名
を
書
い
て
送

付
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
２
月
１０
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
児
童

福
祉
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�

６４
・
１
３
７
７
）

市
長
賞

村
田
安
寿
佳
さ
ん

「
全
て
の
方
へ
」

私
は
、
高
校
の
福
祉
の
教
師
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
校
で
、

以
前
か
ら
学
び
た
か
っ
た
福
祉
を
学

び
、
学
び
た
い
事
が
学
べ
た
時
の
喜

び
や
感
動
を
、
後
輩
に
も
伝
え
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

人
は
人
と
関
わ
り
、
体
験

の
中
か
ら
自
分
を
発
見
し
ま

す
。
私
に
夢
の
き
っ
か
け
を

与
え
て
く
れ
た
の
は
、
今
ま

で
私
と
関
わ
り
多
く
の
事
を

教
え
て
頂
い
た
両
親
や
先
生

方
、
友
人
全
て
の
方
の
お
陰

で
す
。

私
も
、
一
人
で
も
多
く
の

子
ど
も
に
、
自
分
を
発
見
す

る
事
が
で
き
る
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

市
議
会
議
長
賞

下
茂
大
樹
さ
ん

「
未
来
へ
」

私
達
が
生
を
授
か
っ
て
２０
年
。

昭
和
か
ら
平
成
と
い
う
道
を
今
も

歩
み
続
け
、
今
、
一
つ
の
節
目
に
辿

り
つ
い
た
。
こ
こ
に
辿
り
つ
く
ま
で

に
出
会
い
や
別
れ
、
喜
怒
哀
楽
、
そ

し
て
人
そ
れ
ぞ
れ
別
の
道
を
歩
き
、

社
会
に
飛
び
出
し
た
者
、
勉
学
に
磨

き
を
か
け
て
い
る
者
な
ど
私
達
は
、

「
今
」
を
生
き
て
い
る
。

こ
の
一
瞬
を
大
切
に
。

私
は
こ
の
２０
年
を
振
り
返
る
の
で

は
な
く
、
こ
の
一
つ
の
節
目
が
始
ま

り
で
あ
り
、
私
達
の
未
来
へ
繋
が
る

大
き
な
一
歩
に
な
り
、
未
来
へ
の
架

け
橋
と
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

市
教
育
委
員
会
委
員
長
賞

掃
部
紗
綾
さ
ん

「
私
が
誇
れ
る
も
の
」

他
人
よ
り
優
れ
た
才
能
も
な
い
。

私
は
世
の
中
に
い
る
大
勢
の
う
ち

の
一
人
だ
。

し
か
し
、
２０
年
間
生
き
、
心
か
ら

誇
れ
る
も
の
と
出
逢
え
た
。
そ
れ
は

「
家
族
」
だ
。
仏
の
よ
う
に
優
し
い
父
、

友
人
の
様
に
何
で
も
話
せ
る
母
、
妹

思
い
の
兄
。
私
の
人
生
は
決
し
て
順

風
満
帆
で
は
な
か
っ
た
。
涙
す
る
こ

と
も
多
く
、
逃
げ
出
し
た
く
な
る
日

も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
私
を
支
え
て
く

れ
た
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
家
族
だ

っ
た
。

私
は
、
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
、
ま

た
私
に
生
ま
れ
た
い
。
あ
な
た
達
家

族
と
共
に
…

「
あ
り
が
と
う
」

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞

安
田
雄
介
さ
ん

「
今
の
自
分
へ
」

今
は
本
当
に
自
分
に
素
直
に
生
き

た
い
と
思
う
。

周
り
と
の
比
較
や
評
価
よ
り
も
、

ふ
と
自

分
を
振

り
返
っ

た
と
き

に
、
そ

の
時
の

自
分
よ

り
も
今
の
自
分
の
方
が
好
き
で
あ
り

た
い
。
そ
う
考
え
る
と
本
当
に
人
生

の
壁
に
全
力
で
ぶ
つ
か
っ
て
い
け
る

気
が
す
る
。
そ
こ
で
ま
た
自
分
の
間

違
い
に
気
づ
け
ば
、
新
し
い
道
が
開

け
る
と
思
う
。
そ
の
繰
り
返
し
で
自

分
ら
し
さ
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
て

く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
最
後
に
は
そ
ん
な
自
分
を

理
解
し
好
ん
で
く
れ
る
人
が
で
き
れ

ば
、
人
生
は
素
晴
ら
し
い
。

市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

I
田
輝
美
さ
ん

「
両
親
へ
」

二
年
前
、
東
京
の
大
学
へ
の
進
学

が
決
ま
り
母
と
下
宿
先
を
探
し
に
上

京
し
た
。
何
軒
か
見
て
回
り
疲
れ
き

っ
た
母
は
、
寝
息
を
た
て
て
私
よ
り

先
に
寝
て
し
ま
っ
た
。
東
京
で
の
華

や
か
な
生
活
を
夢
見
て
い
た
私
は
、

家
賃
の
割
に
狭
す
ぎ
る
部
屋
と
の
ギ

ャ
ッ
プ
と
、
色
々
な
意
味
で
親
に
大

変
な
苦
労
を
か
け
て
し
ま
っ
た
と
い

う
自
己
嫌
悪
に
苛
ま
れ
、
寝
て
い
る

母
の
隣
で
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
私
の
わ
が
ま
ま
を
許
し

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
両
親
に
、
こ

の
場
を
借
り
て
伝
え
た
い
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
。

はたちの言葉一筆啓上入賞作品�はたちの言葉一筆啓上入賞作品�はたちの言葉一筆啓上入賞作品�

家
庭
を
励
ま
す
知
事
と
新

入
学
児
童
等
の
つ
ど
い
」

を
開
き
ま
す
。

つ
ど
い
で
は
、
山
田
知

事
と
一
緒
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
を
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
２０
日
（
春
分

の
日
）
午
前
１０
時
３０
分
〜
午

後
２
時
３０
分

場
所
＝
京
都
テ
ル
サ
（
京

都
市
）

対
象
者
＝
今
春
、
小
学
校

に
入
学
す
る
母
子
・
父
子
家

庭
な
ど
の
親
子

し
め
き
り
＝
２
月
１５
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
山
城

初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

北
保
健
所
綴
喜
分
室
（
�

６３
・
５
７
４
７
）

親
へ
の
感
謝
・
夢
を
つ
づ
る

友
人
や
恩
師
と
の
再
会
を
喜
ぶ

成 人 式
１０
代
目
は
長
身
の
ダ
ン
さ
ん

カ
メ
ル
ー
ン
も
知
っ
て
ね

英語指導助手

…
１
９
７
２
年
２
月
２３
日
生

ま
れ
。
３２
歳
。
カ
メ
ル
ー
ン

バ
メ
ン
ダ
ー
出
身
。

ン
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
さ
ん
は
、

本
人
の
都
合
に
よ
り
、
昨
年

１２
月
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま

し
た
。

府
は
、
今
春
、
小
学
校
に

入
学
す
る
母
子
・
父
子
家
庭

の
親
子
を
招
き
「
ひ
と
り
親

府
と
市
が
今
春
小
学
校
に
入
学
す
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
を
招
き
祝
う


